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小学校社会科における「歴史的思考力」を育成する

単元開発と評価方法に関する実践研究

一一「社会的な見方 ・考え方」 に焦点をあてて一一

臼井 秀明

Implementation of Unit Development and Evaluation for the Fostering ofHistorical Thinking 

in Elementary School Social Studies : Social Viewpoints and Ways of Thinking 

Hideaki USUI 

1 問題の所在と研究目的

社会科における歴史学習は、 語句や年号を記憶していく暗記教科ではなく、「歴史的 思考力」を

育むものである(加藤198 2)ということ は長い間言われてきたことであるが、依然として決まっ

ているflEしい歴史」を覚えていくという受け身的な学習が行われていることが伺える。

今回の学習 指導要領の改訂では、 予測困難な時代を生 きぬく資質・能力を育むことを目指し、

アクティプ・ラーニングの視点 からの授業改善の必要性が述べられている。 これらの時代の要請

を踏まえて、 小学校社会科歴史 分野においても語句や年号を覚える伝統的な「知識伝達型」の授

業から、 「主体的・対話的で深い学び」を引き起すための授業改善をしていく必要がある。

一 方 、 実 際の教育現 場ではその変革に対して不安の芦も 多く聞かれる。 その要因の1 つ に、 小

学校社会科歴史 分野で求められている「資質・能力」 や「見方・考え方」 が具体的 に示されてお

ら ず、 どのような授業改善を行えばよいか教育現 場は混乱している。 2 つ日の要因として、 小学

校社会科の研修機会の少なさがある。 そのため、 社会科の授業実践を行っても， その効果を検証

する機会が少なく、 どのような授業を行なえばよいかと苦手意識を持 つ 教員も 多い。

よって、 本研究では、 小学校社会科歴史分野における「歴史的思考力」を育成するため「社会

的な見方・考え方」に焦点をあてた具体的な単元を開発し、 実践とその評価を行うことを通して、

小学校社会科歴史分野における「歴史的 思考 カ」 を育成するための授業の在り方を明らか にする

ことを目的とする。

2 研究の方法

はじめ に、小学校社会科歴史分野で育成すべ き「歴史的思考力」と はどのようなものであるか、

また、 そのような「資質・能力」を育成するため にどのよう に 「社会的な見方・考え方」を働か

せていけばよいのかを、 先行研究をもと に明らか にしていき、 具体的で実践可能な単元デザイン

を作成した。 次に、 研究協力 校のA市立 B小学校6年生1クラスで授業実践を行い、 開発した単

元の効呆がも たらされたかを実践で検証する。実践Iは、 平成 29年 5月17日から7時間扱いで、

社会科「飛鳥時代」の授業実践を行った。 実践Eは、 6月7日から8時間扱いで社会科「鎌倉時

代」 の授業実践を行った。 2 つの実践での、 授業中の子どもの表れやワークシートなどのポー ト

フォリオをもと に単元の効果を検証した。

さら に、 本実践 における「対話」の効果を検証するために、 実践Eの第8時間目に行ったグル
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ープ活動(20分) の発話をIC レコー ダーに記録 し、 ル ープリックをもとに、 グループ活動の発

話を質 的に評価し、 可視化していく分析方法の開発を行ったo

3 研究結果

3 - 1 r歴史的思考力』を育成する単元の開発

歴史 分野で育成したい資質・能力である「歴史的思考力」 や、 その資質・能力を育むための鍵

となる「社会的な見方・考え方」を、 先行研究等 をもとに明らかにしてきた。 「歴史的思考力」と

は、 史・資料をどのように読み 、 どのように使 う かと いう 能力と 、 歴史事象や時代をどのように

捉えるべきか解釈する能力と 、 それらを現代的な問題に引き 寄 せ、 現代的な 諸課題の解 決や未来

を創造する能力の3つの要素がある。 それらは、 新学習 指導要領で述べられ ている「知識・技能」

「思考力・判断 力・表現力等 J r学びに向か う カ・人 間性等 」の3つの柱 で示され ている「資質・

能力』 と 重 なっ ている。 また、 「見方・考え方」とは、 「方法的な見方・考え方」と「内容的な見

方・考え方jがあり、 その両面を働かせることが「資質・能力j を育成する上で重 要であること

が分かつた。

単元作成においては、 3つの過程を経て行った。 まず第1に資質・能力を明確化し定義 してい

くことである。 今回は「歴史的思考力」を、 池尻 ら(2012) の分類をもとに、 5 つの能力に定義

した。 その上で、 小学校段階 で育成したい「歴史的思考力」として、 「歴史的文脈を理解するカ」

「歴史的な変化を因果的に理由付けるカ」に焦点を当てて単元作成を行った。

次に、 その資質・能力を育むための「見方・考え方」につ いて検討 していくロ 「見方・考え方」

とは、 「方法的な見方・考え方」と 「内容的な見方・考え方」がある。 それらを合わせて考えなが

ら、「どのような視点で物事を捉え、 どのように思考するか」を検討 し、 それを位置付けた単元を

設定 していく。 今回は、 「核となる歴史事象」 と 「歴史事象を捉える視点」 と いう 視点を設定し、

「比較・関連・総合」させることを通して、 歴史事象の意味 や時代を捉えることと 設定した。 そ

れをもとに、「見方・考え方」を働かせる場面を段階的に位置付けて単元を構想 した。具体的には、

「課題を把握 し、 その解 決のために見通しをもっ段階(視点、 の設定 )J r視点、 に沿った追究活動を

行う 段階J r習得した事 実的 知識 を比較・関連・総合し、 歴史事象を深く理解する段階J r学習し

た歴史事象に関 する深い理解を比較・関連・総合させて時代を捉える段階」の4つのステップ で

学習していく枠組みを設定 した。

最後に、 評価・検証方法を決定する。 その際、「見方・考え方」を軸として、 どのような方法で、

どのような内容を学んだか 、 その過程を評価できるようル ープリックを設定 していくことが必要

である。 今回の実践では、 「歴史事象を捉える視点」を「比較・関連・総合」させることで、 歴史

事象の意味 や時代の特徴 を捉えることができたかを評価対象として、 ループロックを作成し評価

を行った。 また、 単元で学んだ「見方・考え方」がどの程度身につ いているか評価・検証してい

くために、 単元末に「他の時代と比較 する」パフォーマン ス課題を設定 した。 図1 では、 それを

ステップ5 として、 単元作成 過程に位置付けた。

このように「歴史的思考力」を育成するための単元作成においては、「①歴史的思考力の定義 」、

「② 『見方・考え方』 を働かせる場面を 位置付けた 『歴史的思考力』を育む単元デザイン作成」、

「③評価・検証方法の決定 」の 3つの過程を経ることで作成することができた(図1 )。
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図 1 r歴史的思考力』を育成するための単元作成過程

このよう に 、 今までその概念自体が暖昧であった「歴史的思考力」や「社会的な見方・考え方」

を具体的 に示した単元デザインを作成したこと により、 語句や年号を覚える伝統的な「知識伝達

型」の授業から 、「主体的・対 話的で深い学び」を引き起し「歴史的思考力」を育成する授業へと

改善が進むこと が期待される。 また、 資質・能力を明確化し 、「社会的な見方・考え方」を軸 にし

た単元を行うことで、 教師の評価のポイントも焦点化され てくる。 小学校社会科の研修機会の少

なさ による、 教員の苦手意識を克服するため にも、 有効に活用できると 考えている。
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3 -2 捜業実践とその評価

実践I 単元名「飛鳥時代J (授業実施期間 5月17日-5月31日 7時間扱い)

実践Iでは、 飛鳥時代の単

元 開発とその実践と 評価を行

った。 まず、 飛鳥時代を「聖

徳太子の行った国造り」と「大

化の改新で行った国造り」の

2つの「核と なる歴史事象」

に分け学習計画を立てた。 そ

して、 それぞれのト ピックを

<A:国政) <B:人々の生活

と 文化)( C:外国との関係〉

と いう 3つの視点を比較・関

連・総合させながら、 当時の

時代状況を捉える活動を行う

場面を設定した。 単元末では、

学習した2つの「核と なる歴

史事象 Jを比較・関連・総合

させたりすることで、「飛鳥時

代と はどのような時代だった

のかJを子どもたちが自ら解

釈していく場面を設定し、 実

践を行った。 7時間の「飛鳥

時代Jにおける子どもの学び

の評価は、 授業中の子どもの

表れや子ど もたちのポー ト フ

ォリオやパ フォ ーマン ス課題

の評価の分析を行った。

飛鳥時代の単元デザイン

聖徳太子が行った国造り、中大兄皇子や中臣鎌足が行った大化の改新を、 (A:国政) (B: 
人身の生活や文化) (c:外国tの関係)に着目して調べ、その特色や相互の関連? 意味を多
角的iこ捉える.
聖徳太子が行った国造りや、中大兄皇子や中臣鎌足が行った大化の改新について関連付けたり

聖徳太子

(C:外固
との関係)
.遣晴使を送る
(小野妹子1

・大陸文化の摂

l聖徳太子が行った国造についての深い理解l
聖徳太子は、くにぐにの争いが続いていたため、
中国から政治のしくみや仏教などを学び、摂政と
して天皇中心にまとまった、平和な困の仕組みを
作ろうと、法やきまりを整備した。

大化の改新

I (B:人々の I (c:外置
仏:国政) 111.�. 'L;::I��' I | 生活と文化) I との関係)

・蘇我氏を討つ卜租庸調、雑 卜遣唐使・"唐の
・天皇中心の国|格・兵役(厳し|進んだ技術や政
造り |い税制度) I治の仕組み
・公地公民、班卜防人の1 I・唐の朝鮮侵攻
困収授法 卜1回収授法 I {外国勢力の鷲
・国群皇制 卜食事 |異)
-豪族→貴族 I I・唐の都長安

I大化の改新で行った国造についての深い理解l
中大兄皇子・中臣鑑足は、再び国が乱れてきたこ
とや、中国の脅威が迫ってきているため、中国の
すすんだ政治のしくみをもとに、強い国をめざし
た。しかし、庶民の生活は説などで苦しくなって
いった園

I聖徳太子の国造りと大化の改新で行った国�りを比較・関連・総合させて飛鳥時代を捉えるI
飛鳥時代は、進んだ中国の政治のしくみや文化を取り入れながら、天皇を中心とした平和でまとまった国の
|仕組みを作るために、法やきまりを整えた時代.このような国をめざした理由は、中国の勢力の拡大が影曹
している. Lかし、そのために庶民は観をおさめたり、兵役に付いたりするため、身分の差が撤しくなり、
|庶民にとっては苦しい時代であった.

園2 飛鳥時代の単元計画

ステップ 3の〈①聖徳太子〉では、 26人 中 21 人 (8 0 .8%)、 (②大化の改新〉の学習では、 26

人 中 22人 (8 4 .7%)が評価2以上を示しているおり、 「比較・関連・総合」させて歴史事象を捉

えること ができていた。(③時代解釈)の学習では、 評価 3の児童が 2 5人 中 7 人(28 .0覧 )と〈①

聖徳太子) <②大化の改新〉の学習 に比べ、 やや難しい課題 であったこと が分かる。 しかし、 20

人 (8 0 .0略 ) の児童が評価 2 以上を示しており、 「比較・関連・総合J させて考えると いう 考え方

は定着してきていることが感じられた。

記述内容を見ると 、 〈①聖徳太子〉の学習では、 「平和な園を目指していたということは、 争い

が多い時代だったのではないか」と その時代の様 子を考えたり、「跡継ぎ争いが起きて戦いが多か

ったので、 代々 繋がっていく天皇をリーダー にしたかったのではないかJ r平和な国 にするための
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表1 実践I r飛鳥時代」のポートフォリオ評価の結果

〈①聖徳太子〉 (②大化の改新〉 〈③時代 解釈〉

評価 3 12人 (46 .2 世) 10人(38 .5世) 7人(28 .0百)

評価 2 9人(34.6 世) 12人(46 .2 世) 13人(52.0同)

評価l 5人(19.2 世) 4人(15.4覧) 5人(20.0略)

仕組みを作りたかったのではないか」と目的や思いなどの背景につ いて考えたりしている記述が

見られた。 例えば、 C25 の〈①聖徳太子〉の記述を見ると 、 下線①では、 (A: 国政〉の「十七条

の憲法J r冠位十三階」や(B:人々の生活や文化〉の「法 隆寺」などの語句を用いて、 天皇中心の

国づくりを進めたことを説明している。 下線②では、 (C: 外国との関係〉の「惰の文化を取り入

れる(遣惰使)J や(B :人々の生活や文化〉の「仏教を広める」を示し、 平和な国を目指してい

たこと が喜かれている。 さらに、 下線③では、「天皇中心の国造りのための法やしくみ」と「争い

が起きないように(平和)J を関連付けながら説明されているロ 以上の点から、 C25 は「歴史事象

を捉える視点」を比較・関連・総合させ、 目的や思いなどの背景につ いて根拠を複数示しながら

多角的に説明すること ができていると言える。

表2 実践I r飛鳥時代J (①聖徳太子) C25の振り返り

聖徳太子は①十七条の憲法 、 冠位十三階 、 法 隆寺をつくり天皇中'Lの国づくりをすすめ

た。 また、 ②天皐と 平和な国をつくるために陪の文化を取り入れたり、 仏教などの教え
C25 I ー ー

を広めたn ③太子や推古天皐が亡くなってしまった後に争いが起こらないように、 天皐

中心とした法(十七条の策法)やしくみをつくった伺

このように、 「歴史事象を捉える視点」を「比較・関連・総合」させていく学習活動を行うこと

で、「歴史的 文脈を理解する力(史 料 から得られた情報を歴史的な文脈や背景に沿って正しく理解

する力)J r歴史的な変化を因果的に理由付ける力 (歴史的な変化の様々な要因を因果的な理由付

ける力)J をはじめとする「歴史的 思考力」 が育成されていること が明らかとなった。

3 - 3 r対話的な学び』を可視化させる分析方法の開発

「対話的な学び」の効果を検証するため、 実践n r鎌倉時代」 の第8時に行ったグループ活動

を対象とし、 対話による子ど も たちの学びの過程を可視化させる分析方法の開発を行った。 具体

的には、 発話 内容をまと まり(ターン)ごとに分け、 どのような「鎌倉時代を説明する知識」 が

使われているかコーディ ングを行い、 抽出した知識を分類した。 その内容を質的に評価するため

のループロックを設定 し、 評価することで、 可視化することが可能となった。 表3はA班の評価

の結果である。 表 内の数字は、 鎌倉時代を説明するための歴史的 知識が話された回数であり、 丸

囲みの数字は、 「比較・関連・総合」がなされていることを示している。 さらに、 図3は、 横軸に

発話総数、 縦軸に評価のレベルを示し、 話し合 いの過程を、 可視化したものである。 これを見る

と 、 A班は、 20分間の話し合 いの中で、 全般的にレベル2からレベル3の話し合 いがなされてお

り、 複数の歴史的知識を用いて比較 ・関連 ・総合させた話し合 いができていたことが分かるロ
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このよう に可視化するこ との効果は、

子どもたちの学習の過程を一目で把握

することが可能であるという点である。

これは、今後求められる「アクティプ・

ラーニング」の視点 による授業改善を

行う 上で、 重 要なツールとして利用可

能であろう 。 しかし、 今回行った分析

方法では、 個人 の変容や学習の成果を

見るこ とはできない。 グループ活動を

可視化したグラフと合 わせ、 個人 のポ

ート フォリオと合わせた分析が必要

となってくる。 また、今回は「対話」

を評価したため、 かなり抽象 化され

て示されている。 そのような課題 も

含めて、 今後求められる「資質・能

表 3 A班の対話の評価
， ν 1 ， ν. ， る'. ， ν . ， ν. ， ν. '--:.-1' jI'-;'-- . ， ν . ， νL・

見 方 .. ・司場、e・，... ー ... 酬・・-sz踏員 国 ー 幽叫 耐・・2・・い# 帽倒置予' 幽位回 -認ZZ … 一 ..... ... ... .ι周回“

"Et・ーtH且白-ae4M欄， MJkL岨 S晶何Z回.u轟壷掴.
2 ② ⑤ ① ③ ⑤ 

〈且z圃車〉
E・岨"''''・a z 

E切帽回調回・6一 ② 

ESZE22m持1 1 ② ② 1 ① ② 
民一弔問一 2 ① 

〈・:.aA> 定乱." ② ① ② 1 

la.〉 1 2 ③ ⑤ ① @ 
E・田昌....いE ③ 2 2 ① 1 ① 

<c:....・〉 ，�.回申同‘E ⑤ 5 2 ① 
v劃w組"・。m.制 ③ 

ループFックによる評価 z 1 1 2 2 2 2 2 3 2 

波書向の.押位、圃宣崎明"1!1.関するための圃史的知闘が話された回世であk丸Eみの散字問、比組・町E・骨舎がなされて
いること金需してい...
機下陵町朝絡げの鼠浮世. ループ9�タによる肝恒E輔是を示している.

園3 可視化されたA班の対話

力」を育成する授業の具体的な評価・検証方法 について、 改 めて考えていかなければいけない。

4 総合考察

本研究では、小学校社会科歴史分野における「歴史的思考 力J を育成するため「社会的な見方・

考え方 Jに焦点をあてた具体的な単元を開発し、 実践とその評価を行うことを通して、 社会科歴

史 分野における「歴史的 思考 力」を育む単元の在り方を明らか にすることができた。

具体的 には、「歴史的思考 力」を育成するための単元作成 においては、「①歴史的思考 力の定義人

「②『見方・考え方』を働かせる場面を位置付けた『歴史的 思考 力』を育む単元デザインの作成」、

「③評価・検証方法の決定 」の3つの過程を経ることで作成することができた。

また、「核となる歴史事象」を「歴史事象を捉える視点」 に沿って学習し、 それらを「比較 ・関

連・総合」させながら、 歴史事象を深く理解したり、 時代 解 釈したりしていく活動を行う こ とで、

歴史事象の目的や背景、因果関係を探りながら 歴史を主体的 に解釈していく力が発揮されており、

「歴史的 思考 力」を育成する上で効果があったといえる。

このような単元デザインは、 「資質・能 力J をベー スにしたものであるので、 学習する時代 が変

わっても適用可能である。 また、杜会科の他 分野や他 教科にも応用可能であろう 。 今回、 「社会的

な見方・考え方J を軸 に 、 「歴史的思考 力」を育成する単元を開発し、 実践と評価を通して検証し

てきたこ とは、 新学習 指導要領で求められている「資質・能 力」を育成する、 いわゆるアクティ

プ・ラーニン グの視点 による授業改善の具体的な取り組みとして示すこ とができたといえる。
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